
　
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
同
時
改
定
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

“
あ
る
べ
き
姿
”に
向
け
て
の
第一
歩

　
本
改
定
は
、国
が
構
想
す
る「
社
会
保
障
・
税

の
一
体
改
革
」が
描
く
２
０
２
５
年
の“
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
”へ
と
踏
み
出

す〈
第
一
歩
〉と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
に
は
、
日
本
の
高
齢
者
人
口
は
約

３
５
０
０
万
人
に
も
達
し
、「
3
人
に
1
人
が

高
齢
者
」と
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。
国
は「
で
き

る
か
ぎ
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
」「
24
時
間
対
応
な
ど
多
様
な
在
宅
サ
ー
ビ

ス
」（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）な
ど
を
掲
げ
、

急
性
期
医
療
の
充
実
・
強
化
と
短
期
化

（
２
０
２
５
年
の
急
性
期
病
院
の
平
均
在
院
日

数
は
「
9
日
間
」
を
目
標
）、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
重
視
、
病
院
か
ら
地
域
へ
の
円

滑
な
移
行
を
推
進
す
る
構
え
。
病
院
・
病
床
機

能
の
役
割
分
担
を
明
確
に
、
そ
の
間
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
で
、
資
源
の
効
率
的
配
分
と
十

分
な
医
療
・
介
護
と
を
両
立
し
た
い
考
え
だ
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
、
診
療
報
酬
は
、
引
き
続

く
財
政
難
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
0
・
０
０
４
％
な
が
ら
の
プ
ラ
ス
改

定
。
な
か
で
も「
在
宅
医
療
等
の
充
実
」「
介
護

と
の
連
携
強
化
」
を
重
点
課
題
に
挙
げ
、

１
５
０
０
億
円
を
投
入
。そ
の
ほ
か
、「
救
急
な

ど
病
院
勤
務
医
の
負
担
軽
減
」
に
１
２
０
０
億

円
、「
が
ん
、認
知
症
医
療
な
ど
医
療
技
術
の
進

歩
・
促
進
」に
２
０
０
０
億
円
を
配
分
し
た
。介

護
報
酬
も
1
・
2
％
（
在
宅
＋
1
・
0
％
、
施

設
＋
0
・
2
％
）
引
き
上
げ
ら
れ
、「
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」「
予
防
強
化
」「
医
療
・
介
護
の

連
携
」「
介
護
人
材
の
確
保
」の
4
分
野
に
重
点

配
分
さ
れ
た
。

　
両
報
酬
に
共
通
し
て
、「
在
宅
」の
充
実
を
図

り
、「
連
携
」を
重
視
す
る
内
容
と
な
っ
た
。
ま

た
、「
早
朝
・
夜
間
・
深
夜
に
お
け
る
加
算
」
が

診
療
報
酬
に
も
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
訪
問
看
護

に
つ
い
て
両
報
酬
間
に
生
じ
て
い
た
齟
齬
の
整

合
性
が
図
ら
れ
た
。
な
お
、
利
用
者
・
患
者
の

自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
は
今
回
は
見
送
ら

れ
た
が
、
プ
ラ
ス
改
定
の
対
象
と
な
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
場
合
の
経
済
的
な
負
担
は
増
え

る
こ
と
に
な
る
。
利
用
者
・
患
者
に
と
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
料
の
単
な
る
値
上
げ
と
な
ら
な
い
よ

う
、
心
に
留
め
て
お
き
た
い
。

な
か
で
も
訪
問
看
護
に
手
厚
い
内
容

　「
在
宅
」の
充
実
に
つ
い
て
、診
療
報
酬
で
は
、

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
さ
ら
な
る
評
価
が
さ

れ
る
な
ど
「
在
宅
医
」
の
機
能
強
化
を
は
じ
め
、

「
在
宅
歯
科
」
や
「
在
宅
薬
剤
管
理
」
に
も
及
ん

で
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
な
か
で
も
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
重
点
課

題
2—

5
と
し
て
「
訪
問
看
護
の
充
実
に
つ
い

て
」と
掲
げ
ら
れ
、「
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
患
者

へ
の
対
応
」「
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
訪
問
看
護

の
推
進
」
な
ど
が
小
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。こ
の
ほ
か
に
も
、「
看
取
り
も
視
野
に
入

れ
た
、
緩
和
ケ
ア
を
含
む
が
ん
医
療
の
在
宅
で

の
充
実
」「
ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
移
行
を
目
指
し
た

病
院
と
の
連
携
」「
認
知
症
対
策
の
充
実
、精
神

科
訪
問
看
護
の
特
化
、
小
児
訪
問
看
護
の
強

化
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
お
い
て
「
訪
問

看
護
」
の
機
能
を
促
進
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

　
介
護
報
酬
で
は
、
短
時
間
・
頻
回
な
訪
問
看

護
を
可
能
と
す
る「（
日
中
を
含
め
た
）20
分
未

満
の
訪
問
」
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
特
別
管
理

加
算
と
緊
急
時
訪
問
看
護
を
支
給
限
度
基
準
額

の
算
定
対
象
外
と
す
る
見
直
し
な
ど
が
行
な
わ

れ
た
。
ま
た
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
」「（
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と

訪
問
看
護
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
の
）
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
在
宅
看
護
学
会
で
は
、

さ
る
2
月
5
日（
日
）、名
古
屋
市
中
区
に
て
緊

急
セ
ミ
ナ
ー
「
２
０
１
２
年
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
に
伴
う
訪
問
看
護
実
践
の
展

望
」
を
開
催
。
近
年
、
重
点
事
業
の
1
つ
と
し

て
「
訪
問
看
護
」
の
発
展
に
力
を
入
れ
て
き
た

日
本
看
護
協
会
の
齋
藤
訓
子
常
任
理
事
が
講
演

し
た
。
協
会
は
本
改
定
に
対
し
て
も
積
極
的
な

働
き
か
け
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
要
望
が
か

な
り
反
映
さ
れ
た
内
容
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

「
次
回
改
定
ま
で
に
訪
問
看
護
の
成
果
を
社
会

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
訪
問
看
護
の

現
場
へ
と
期
待
を
寄
せ
た
。ま
た
、「
２
０
２
５

年
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
取
り
組
み
が
重
要
と
し

て
、「
高
齢
で
、が
ん
を
患
い
、認
知
症
を
合
併

し
て
い
て
、
か
つ
独
居
」
と
い
っ
た
利
用
者
像

に
ど
う
対
応
す
る
か
、
ま
た
訪
問
看
護
に
よ
る

介
護
予
防
と
重
症
化
予
防
の
重
要
性
を
指
摘
。

加
え
て
、
訪
問
看
護
事
業
所
の
経
営
、
人
材
確

保
等
の
管
理
能
力
の
底
上
げ
な
ど
の
課
題
を
挙

げ
、
今
後
も
協
会
と
し
て
厚
生
労
働
省
な
ど
に

働
き
か
け
て
い
く
予
定
だ
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
医
療
と
介
護

の
連
携
強
化
に
基
づ
く
、
在
宅
看
護
の
発
展
に

つ
い
て
」で
は
、「
訪
問
看
護
事
業
所
の
運
営
面

か
ら
の
提
案
」
佐
藤
美
穂
子
氏
（
日
本
訪
問
看

護
振
興
財
団
）、「
24
時
間
対
応
の
訪
問
看
護
と

介
護
と
の
連
携
の
実
践
か
ら
の
提
案
」
佐
々
木

静
枝
氏
（
世
田
谷
区
社
会
福
祉
事
業
団
）、「
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と
介
護
の
連
携
の
実

践
か
ら
の
提
案
」
横
手
喜
美
恵
氏
（
株
式
会
社

マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
）
ら
が
口
演
。
本
改
定
を
現
場

で
い
か
に
活
か
す
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
そ
れ
ぞ

れ
の
実
践
に
基
づ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
訪
問
看
護
へ
の
期
待
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
同

時
改
定
。
今
後
は
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
も
な
り
そ
う
だ
。
同
学
会
理
事
長
の
川
村

佐
和
子
氏
（
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
）
は
、

「
今
回
の
改
定
を
、
今
ま
で
の
概
念
の
ま
ま
に

受
け
止
め
ず
、
柔
軟
に
捉
え
て
、
新
し
い
訪
問

看
護
を
築
い
て
い
く
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
」
と
同
セ
ミ
ナ
ー
に
て
語
っ
て
い
る
。
な
お
、

本
誌
7
月
号
に
て
「
同
時
改
定
」
の
解
説
を
特

集
予
定
。
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「
同
時
改
定
」の
内
容
か
た
ま
る

日
本
在
宅
看
護
学
会
が
緊
急
セ
ミ
ナ
ー
も

1341-7045/12/￥250/論文/JCOPY

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
2

2026/09/25 00:14:03


